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Vol.9
Clifford Brown 【クリフォード ・ブラウン】

～“ブラウニー ”の愛称で親しまれた名トランペッター～

I am Jazz! （ジャズ ・スーパー列伝）

Profile

1930年 10月 30日、 米国東部のデラウェア州ウィルミントン生まれ。 裕福な家庭で育ち、 12歳の頃からジャズ好きの父

親よりトランペットを贈られ、 地元のミュージシャン、 ロバート ・ ローリーに師事。 その後、 デラウェア州立大学で数学を専

攻する傍ら、奏法、和声、理論、更にピアノやベース等も学び、49年に奨学金を得てメリーランド州立大音楽科専攻に編入。

この頃にディジー ・ ガレスピーに出会い、 本格的にジャズ ・ ミュージシャンを目指し、 その後、 ジャム ・ セッションでマイル

ス ・ デイビスやファッツ ・ ナヴァロ等との共演を果たす。 50年に自動車事故で重傷を負い、 1年間の入院生活を余儀なくさ

れるが、 回復後の 52年にクリス ・ パウエルの R&B バンド “ ブルー ・ フレームズ ” に加入するのを機に、 翌 53年頃にニ

ューヨークに進出。 53年にタッド ・ ダメロン楽団に参加。 同年アート ・ ブレイキーのサポートを得て、 初のリーダー ・ セッシ

ョンを行い、 ライオネル ・ ハンプトン楽団のヨーロッパ ・ ツアーに参加。 54年 2月にニューヨークの 「バードランド」 で、 ア

ート ・ ブレイキーを中心に行われた歴史的セッション （アルバム 『バードランドの夜』 に収録） に参加。 同年マックス ・ ロ

ーチとクリフォード ・ ブラウン = マックス ・ ローチ ・ クインテット結成。 メンバーが入れ替わりながら同クインテットは 50年代

モダン ・ ジャズの黄金期を代表する名コンボとしてファンを魅了し、 名演を残した。 1956年 6月 26日、 フィラデルフィアか

らシカゴへの演奏旅行の途中、 ピアニストのリッチー ・ パウエル （バド ・ パウエルの弟） とその妻の運転する車に同乗中、

ペンシルベニア州ターンパイクで激しい雨によるスリップが原因で車ごと谷底に転落し、 帰らぬ人となった…。 享年 25歳。

ジャズの発展に貢献し、その歴史に名を刻んだ名プレイヤーたち。 その人生は、楽器が異なる如く千差万別。 このコーナーでは、

そんな個性的なジャズマンたちの功績を称え、 生き様を紹介することで、 より多くの人々にジャズの素晴らしさを伝えていきたい。
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写真提供 ：ユニバーサル ・ ミュージック
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CB's Great Album ここに紹介した作品以外にも 『メモリアル ・ アルバム』 サラ ・ ヴォーンとヘレン ・ メリ

ルとのそれぞれの 『ウィズ ・ クリフォード ・ブラウン』 作品等もお薦めの名盤です。
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スタディ・イン・ブラウン
クリフォード・ブラウン&マックス・ローチ

（ユニバーサル ・ ミュージック ： UCCU-6045) 
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イン・コンサート～コンプリート・ヴァージョン
クリフォード・ブラウン&マックス・ローチ

（キングレコード ： KICJ-8221)
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クリフォード・ブラウン

（ユニバーサル ・ミュージック ： UCCU-6023)
クリフォード ・ブラウン （tp）、 マックス ・ロ
ーチ （ds）、ハロルド・ランド （ts）、リッチー・
パウエル （p）、 ジョージ ・モロウ （b）、 他

1. ジョードゥ 2. 言い出しかねて 3. 君こそ心と
きめく 4. パリの鋪道 5. 神の子はみな踊る 6. 
テンダリー  7. サンセット・アイズ （他、全 8曲）

クリフォード ・ブラウン （tp）、 マックス ・ロー
チ （ds）、バリー・ガルブレイス （g）、リッチー・
パウエル （p）、 ジョージ ・ モロウ （b）、 他 
1. イエスタデイズ 2. ローラ 3. ホワッツ ・ ニュ
ー 4. ブルー ・ ムーン 5. 愛さずにはいられな
い 6. エンブレイサブル ・ユー （他、 全 10曲）

クリフォード ・ブラウン （tp）、 マックス ・ロ
ーチ （ds）、 ハロルド ・ ランド （ts）、 リッチ
ー ・パウエル （p）、 ジョージ ・ モロウ （b） 
1. チェロキー 2. ジャッキー 3. スウィンギン 4. ラ
ンズ ・エンド 5. ジョージズ ・ジレンマ 6. サンデ
ュ 7. ガーキン・フォー・パーキン  （他、 全 9曲）

ジャズ ・ トランペッターの悲劇 アイ ・ リメンバー ・ クリフォード

クリフォードと同様、 ジャズ ・ トランペッターには若くして悲劇的

な死を遂げたケースが多い。 ビ・バップ全盛期に活躍したファッ

ツ ・ ナバロは麻薬と結核のため 27歳で、 クリフォードの後任

としてマックス・ローチが起用したブッカー・リトルは 23歳で （死

因は尿毒症とも白血病ともいわれる） 夭逝。 また、 クリフォー

ドの後任としてジャズ ・メッセンジャーズに参加したジョー ・ゴー

ドンは 35歳の時にカルフォルニアのホテル火災により焼死。

そして、 リー ・ モーガンは 33歳の時にジャズ ・ クラブ出演中

の休憩時間に愛人によって拳銃で撃ち殺されたのは有名な話。

「アイ ・ リメンバー ・ クリフォード」 は言わずと知れたジャズの

スタンダード ・ ナンバーで、 1956年に自動車事故により 25
歳の若さで突然この世を去ったブラウニーの死に大きなショッ

クを受けたサックス奏者でブラウニーの親友でもあったベ

ニー ・ ゴルソンが、 翌 57年にブラウニーへの追悼曲として

作曲したナンバーだ。ブラウニーと同じトランペット奏者のリー・

モーガンによる名演でも知られるが、 後にジョン ・ ヘンドリッ

クスによって歌詞が付けられ、 ジャズ ・ スタンダードとなった。

今でも多くの人に愛され、 この曲と共にブラウニーは永遠だ。

ブラウン＝ローチ ・ ク
インテットが結成されたのが

1954年春で、 この作品は同年 4
月と 8月に LA で行われたデビュー ・
ライヴを収録。 マイルスやアート ・ ブレ
イキー等も自己のバンドを結成する前の
時期で、 まさにハード ・ バップ ・ ジャズの
切り込み隊長的な熱く圧倒的なパワーが
伝わってくる。 ブラウニーのエモーショ
ナルなトランペットとローチのパワフ
ルなドラムとの相性も申し分なく、

カール ・ パーキンスのピア
ノも胸を打つ。

1955 年録音。 カウ
ント ・ ベイシー楽団のアレン

ジャーとして知られるニール ・ ヘ
フティによる指揮 ・ 編曲のストリング
スをバックに、 ブラウニーが哀愁たっぷ
りのプレイを聴かせてくれる。 一つ一つ
のフレーズのカッコ良さに美しい響き、 そ
して、 天性ともいえるほどの歌心に痺れ
る一品。 どの曲も素晴らしく、 その後も
様々なアーティスト達によって “ ウィ
ズ ・ストリングス ”アルバムが誕

生しているが、 本作は秀逸
を極めている。

録音は 1955 年。 ブ
ラウニーの代表的名演の「チ

ェロキー」、 メロディアスな 「サン
デュ」、エリントンの 「Ａ列車で行こう」
等、 歌心溢れる即興の魅力と天才と呼
ばれる所以、 その真髄を実感させられる
名盤。 ハロルド ・ ランドの成長著しいプレ
イにリッチー ・パウエルのファンキーなア
ドリブ、 ジョージ ・ モロウの心地良いウ
ォーキングも最高。 クインテットを支
えるローチの存在感あるドラミン

グと統率力はさすが。 ジャ
ズ史に輝く名盤。

この曲はジェローム ・ カーン作曲、 オットー ・ ハーバック作詞に

よる曲で、 1933年にブロードウェイ ・ ミュージカル 『ロバータ』

のための曲として誕生した。 その後、 ビリー・ホリデイやヘレン・

メリルらが歌ったことで広く知られるようになり、 また、 クリフォー

ド ・ ブラウン等の楽器プレイヤー達にも多く取り上げられるように

なった。 ちなみに名曲 「煙が目にしみる」もこの曲と同じ作曲家・

作詞家、 そして、 同じ 『ロバータ』 のために書かれた曲である。
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Jazz Standards （ジャズ名曲列伝）　 Vol.9
~ Yesterdays 【イエスタデイズ】 ~

    ビリー ・ホリディ 『奇妙な果実』

    ヘレン ・ メリル  『ヘレン ・ メリル ・ ウィズ ・ クリフォード ・ブラウン』 
    クリフォード ・ブラウン 『クリフォード ・ブラウン ・ウィズ ・ストリングス』

    マル ・ウォルドロン 『マル -1』
　  ポール ・チェンバース  『ベース ・オン ・ トップ』

★ この名曲が聴けるお薦めのアルバム


